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１ 実践のテーマ 

ポジティブ行動支援（以下、PBS）をベースとした予防的生徒指導体制の構築（２年次） 

 

２ テーマ設定の理由 

令和６年度から、不登校生徒及び不登校傾向の生徒への対応を含めた予防的な生徒指導体制の構築の 

ため、グループ担任をベースとした学級経営の推進、生徒の心の状態を把握するためのアセスメント 

ツールの導入、特別支援教育及び生徒指導に係わる研修の実施など、全校体制で取組を進めてきた。 

しかしながら、全校生徒およそ800人のうち、40人程度の不登校生徒がいる現状があり、継続して 

生徒指導体制の構築に取り組むことが必要であると考えた。 

令和６年度６月から導入した右図のアセスメントツール（コンケア）に 

ついて、令和７年度は年間を通じて本格的に活用することとし、令和６年 

度の取組の成果と課題を基に、アセスメントツールを活用し、継続してポ 

ジティブ行動支援をベースとした予防的生徒指導体制の構築を目指す。 

 

 ３ 実践内容 

（１） 学校適応感等の把握 

信頼性・妥当性が担保された多様なアセスメントツールを活用した実態把握 

＜アセス、心や体調の変化を把握するツールを導入＞ 

（２） 学級経営戦略シートの活用 

    グループ担任で学級経営を推進する上で、共通の指標や目指す生徒像、課題の共通理解は重要であ 

る。一方で、十分に話し合いを行う時間の確保が難しい現状もあり、グループ担任だけでなく、教科 

担任も含めて担任の思いや願いを共有するためのツールの開発を行う。 

（３） 特別支援教育及び人間関係作りの力量向上 

    多様な生徒・保護者の実態に対応するための研修を継続的に実施する。 

 

４ 実践計画 

実施時期 実施内容 

４月 

 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

 

９月～12月 

１２月 

 

１月～３月 

○職員研修（学級経営①） 

○職員研修（アセスメントツールの活用①・②）講師：東京メンタルヘルス 様 

○学校適応感調査（アセス：①） 

○アセスメントツール（心の天気予報：コンケア）の全校での活用 

○学級経営戦略シートの作成 

○職員研修（学級経営②） 

○職員研修（特別支援教育） 

○職員研修（生徒指導） 

○各学級、授業での実践 

○学校適応感調査（アセス：②） 

○学級経営戦略シートの見直し・修正 

○成果と課題の整理。次年度計画の立案。職員研修（学級経営・生徒指導） 

 



 

５ 成果 

（１） 学校・学級適応感の高まりについて（アセス：学校環境適応感尺度の結果から） 

令和７年度の結果を分析すると、数値の変化における0.07 

以上の変化を「大きな変化」と捉えた場合、教師と生徒との関 

係性、生徒同士の関係性の双方において向上が見られた。具体 

的には、「担任の先生は私のいいところを認めてくれている 

（3.967→4.044 +0.076）」「担任の先生は私のことを気にして 

くれている（3.638→3.737 +0.099）」といった教師サポート 

に関する項目で数値の上昇が見られた。また、「元気がないと 

き、友達はすぐに気づいて、声をかけてくれる（3.542→3.681 

 +0.139）」といった友人サポートの項目についても大きく数 

値が上昇した。 

さらに、「相手の気持ちになって考えたり行動する（3.902→ 

3.985 +0.084）」の向社会的スキルの項目においても伸びが見 

られ、人間関係を基盤とした資質の向上が伺えた。これらの関 

係性の向上を背景として、生活満足感の項目についても全体的  ＜学級経営戦略シート＞ 

に数値の伸びが見られた。「学校生活は楽しい」の項目については、例年の水準を維持しており、安 

定した学校生活が継続されていると考えられる。 

 

（２） 自己肯定感や自己有用感の高まりについて（新潟市生活意識調査結果から） 

自己肯定感・自己有用感に関しては、「学校生活で、友達と 

力を合わせて学習したり、活動したりしている」の項目が昨年 

度の水準を維持している。「授業では、自分の考えを伝えてい 

る」の項目については、２・３年生ともに昨年度と比較して大 

幅な上昇が見られた。これは、ポジティブ行動支援の取組によ 

り、児童生徒の不適切な関わりが減少したことに加え、日々の 

振り返りを通して内省が促され、自信をもって学級活動や授業 

に臨む姿勢が育まれた成果であると考えられる。安心して関わ 

り合える学級風土が着実に形成されてきていることが示唆される。  ＜職員研修の様子＞ 

 

（３） 不登校出現率について 

令和８年１月末現在で、30日以上の欠席者は 44名（R7.3月時点で 41名）と昨年度とほ 

ぼ同数である。また、年度内に長期欠席となった生徒は、12名ほどであり、例年と比べても 

大きな変化は見られなかったことから、取組に係る一定の効果があったものと考えられる。 

 

（４） 学校評価（生徒・保護者アンケート）の結果について 

    上記学校評価の結果から、全校体制による各種取組の総合的な成果として、学校に対する安心・安

全の視点が、生徒及び保護者両対象の意識として高まった状況が確認できる。 

その背景には、多様な生徒・保護者の実態に応じた対応を進めるために、特別支援教育計画を根拠 

とした研修を全校体制で継続的に実施し、教職員の対応に齟齬が生じることなく、対処できていたこ 

とも要因として挙げられる。 

 

対象 質問項目 前期 後期 

生徒 学校は楽しい 88.8％ 88.7％ 

保護者 お子さんは楽しそうに登校している 87％ 87.6％ 

 


